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市民の皆さまへお願い♥
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してください。
新型コロナウイルス感染症情報はこちら⬆
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人
事
案
件

▽
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
＝

副
市
長
の
小
山
定
男
さ
ん
（
大

島
町
）
の
任
期
が
、
本
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
後
任
に
小
林
滋
由
さ

ん
（
邑
楽
郡
邑
楽
町
）
を
任
命

し
た
い
と
し
て
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意

を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
賛
成

少
数
に
よ
り
不
同
意
と
な
り
ま

し
た
。

員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
＝
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
一
般
職
の
任
期
付
職
員
に

係
る
給
与
の
取
り
扱
い
が
、
国

に
お
い
て
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
任
期
付
職
員
の
給
与
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
常
勤
職

員
に
適
用
さ
れ
る
基
準
に
準
じ

て
取
り
扱
う
も
の
で
、
任
期
付

職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
職
員

の
給
与
決
定
に
つ
い
て
、
任
期

の
定
め
の
な
い
常
勤
職
員
に
適

用
さ
れ
る
本
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
規
定
を
適
用
で

き
る
よ
う
、
読
み
替
え
の
規
定

を
設
け
る
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

▽
館
林
市
附
属
機
関
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
＝
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
の
効
果

検
証
を
行
う
た
め
、
新
た
に
館

林
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
検
証
委
員
会
を
設

置
す
る
に
当
た
り
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

▽
館
林
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

＝
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に

係
る
事
務
処
理
の
県
内
標
準
化

を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
国

民
健
康
保
険
税
の
減
免
の
対
象

者
に
刑
事
施
設
等
に
収
容
さ
れ

た
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の

納
税
義
務
者
を
加
え
る
と
と
も

に
、
所
要
の
改
正
を
す
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
＝
成
年
被
後
見

人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措

置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
よ
り
、
印
鑑
登
録

証
明
事
務
処
理
要
領
が
一
部
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
成
年

被
後
見
人
に
係
る
欠
格
条
項
の

適
正
化
を
図
る
た
め
、
印
鑑
の

登
録
資
格
に
関
し
て
、「
成
年

被
後
見
人
」
は
一
律
に
印
鑑
の

登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
す
る
規
定
を
「
意
思
能
力

を
有
し
な
い
者
」
に
す
る
規
定

に
変
更
す
る
た
め
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案

▽
館
林
地
区
消
防
組
合
規
約
の

変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

＝
館
林
市
広
域
防
災
拠
点
の
整

備
に
併
せ
、
館
林
地
区
消
防
組

合
消
防
本
部
・
館
林
消
防
署
の

移
転
新
築
に
伴
い
、
同
組
合
の

　

令
和
２
年
館
林
市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
６
日
か
ら

24
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
等
は
、
追
加
議

案
を
含
め
16
件
で
、
審
議
の
結
果
、
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

は
不
同
意
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
請
願
２
件
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

事
務
所
の
位
置
を
「
館
林
市
美

園
町
７
番
３
号
」
か
ら
「
館
林

市
上
赤
生
田
町
４
０
５
０
番
地

の
１
」
に
改
め
る
た
め
、
組
合

規
約
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

▽
令
和
元
年
度
館
林
市
一
般　

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
＝

12
億
６
５
３
０
万
４
０
０
０
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
８
６
億
４

５
４
３
万
８
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

▽
令
和
元
年
度
館
林
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
＝
１
５
８
５
万
２

０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
83

億
２
６
７
７
万
３
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
令
和
元
年
度
館
林
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
＝
４
８
８
６
万
１
０
０

０
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
16
億
４

９
２
５
万
２
０
０
０
円
と
す
る

本
会
議
の
あ
ら
ま
し

条
例
の
改
正

▽
館
林
市
一
般
職
の
任
期
付
職

消防本部・館林消防署新庁舎
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も
の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

▽
令
和
元
年
度
館
林
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
＝
３
８
４
８
万
２

０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
９

億
２
９
７
１
万
８
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
（
追
加
議
案
）

▽
令
和
元
年
度
館
林
市
一
般　

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
＝

５
億
３
４
１
７
万
５
０
０
０
円

を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
９
１
億
７

９
６
１
万
３
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
予
算

　

令
和
２
年
度
予
算
は
、
第
五

次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

８
つ
の
基
本
目
的
を
踏
ま
え
る

と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
魅
力

度
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
具
現

化
す
る
た
め
、「
災
害
時
の
危

機
対
応
能
力
の
高
い
ま
ち
づ
く

り
に
資
す
る
事
業
」、「
健
康
寿

命
を
伸
ば
し
、
生
涯
現
役
の

ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
事
業
」、

「
個
性
に
あ
っ
た
教
育
と
、
仕

事
が
見
つ
か
る
ま
ち
づ
く
り
に

資
す
る
事
業
」、「
日
本
遺
産『
里

沼
』
を
は
じ
め
観
光
・
食
・
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に

資
す
る
事
業
」、「
人
口
減
少
時

代
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
資
す
る
事
業
」
を

重
点
項
目
に
掲
げ
、「
先
端
の

ま
ち
館
林
」
の
形
成
に
資
す
る

重
点
課
題
や
緊
急
性
の
高
い
施

策
、
さ
ら
に
は
社
会
性
及
び
将

来
性
の
あ
る
事
業
な
ど
に
重
点

配
分
し
た
予
算
編
成
に
取
り
組

み
、
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は

２
９
０
億
８
０
０
０
万
円
、
前

年
度
比
２
・
３
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
（
下
水
道

事
業
会
計
を
含
む
４
会
計
）
予

算
の
総
額
は
、
１
８
５
億
９
２

６
７
万
６
０
０
０
円
、
前
年
度

比
５
・
０
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
、

４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

▽前橋地方裁判所太田支部での労働審判実施を求める意
見書　（全員一致で可決）

【全文】労働審判は、裁判官と民間の労働審判員とで構
成される労働審判委員会が、労働者と使用者との間の民
事に関する紛争を解決する裁判所における手続であるが、
原則 3回の手続において解決が図られるため、迅速な
紛争解決手段として評価が高い制度である。
　ところが、現在、群馬県においては前橋地方裁判所本
庁（前橋市）において労働審判が実施されているものの、
同裁判所管内支部においては労働審判は実施されていな
い。とりわけ、太田支部管内で労働審判が行われていな
い不都合が著しい。
　前橋地方裁判所太田支部（太田市・館林市・邑楽郡）
の管内人口は 40 万 1,969 人、桐生支部（桐生市・み
どり市）の管内人口を併せると 56万 3,927 人となり、
前橋地方裁判所本庁（前橋市・伊勢崎市・渋川市・北群
馬郡・佐波郡）の管内人口である 69 万 3,528 人（い
ずれも 2017 年 10 月 1 日現在の統計）に近い人口を
有している。
　また、太田支部管内の製造品出荷額は、2017年工業
統計調査によると約 4兆 3,813 億円であり、群馬県内
の本庁・支部管内の中ではもちろん、北関東（群馬、茨
城、栃木）の本庁・支部管内においてもトップであるこ
と、太田支部管内には、日系ブラジル人を含めた外国人
労働者の割合が高いことから、解決すべき労働問題が多
く発生している。
　2016 年度の総合労働相談コーナーにおける総合労

働相談件数は、太田総合労働相談センターにおいて
1,218 件であり、本庁所在地である前橋総合労働相談
センターの相談件数（845件）をはるかに上回っている。
　このように、前橋地方裁判所太田支部においては、前
橋地方裁判所本庁に匹敵する労働審判の需要が見込まれ
るところである。
　ところが、前橋地方裁判所太田支部管内から前橋地方
裁判所本庁へ移動は、公共交通機関としては、直通の電
車がなく乗り換えが必要であり、片道 1時間半以上か
かる（特に、板倉地区からの移動時間は 2時間を超える）
ことから、労働審判制度の利用が大きく制限されている。
この状況を踏まえると、太田支部管内地域においては、
労働審判実施の必要性が高いにもかかわらず、距離的・
時間的負担からせっかく評価の高い労働審判制度を利用
しにくい状況にある。よって、前橋地方裁判所太田支部
において労働審判手続の実施を強く求めるものである。
　以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出
する。
提出先=最高裁判所長官、前橋地方裁判所長

委員会提出議案

▽年金支給の隔月支給を毎月支給に改める請願＝賛成
少数により不採択となりました。
▷前橋地方裁判所太田支部での労働審判実施を求める
意見書提出を要請する請願書＝意見書が採択された
ことにより、みなす採択となりました。

請願の審議結果
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■災害時の危機対応能力の高いまちづくりに資する事業
　災害時の情報伝達体制の多様化を図るため、防災情報
伝達システムを整備するほか、広域防災拠点整備事業に
おいて消防新庁舎西側広場を整備します。また、今年度
策定します、国土強靭化地域計画を市民、事業者と共に
推進します。
■健康寿命を伸ばし、生涯現役のまちづくりに資する事業
　健康寿命延伸プラットフォーム事業において、市民へ
の情報発信の場としてシンポジウムを開催するほか、新
たに野菜摂取推進店（ベジ活応援店）登録制度を推進し
ます。さらに、たてばやし新 8020 運動を推進するた
めの運動活動量計を活用したモデル事業や、健康ウォー
キング教室などを通し、健康づくりや健康寿命の延伸に
取り組みます。
■個性にあった教育と、仕事が見つかるまちづくりに資する事業
　「コミュニティ・スクール」（学校運営協議会制度）
モデル校を３校に拡大し、地域の教育力を学校運営に
生かします。また、引き続き向井千秋記念子ども科学館
ROCKET 事業や子どもの学習支援事業を実施するほか、
就労機関等と連携し、障がい者の雇用に積極的に取り組
んでいる先進企業を視察するなど、障がい者・発達障が
い者の個性に合った職場環境づくりを推進します。
■日本遺産『里沼』をはじめ観光・食・農産物のブランド
力の向上に資する事業

　農商工連携活性化プロジェクト事業を実施するなど、
地産地消の推進や館林ブランドの確立のための体制づく
りを推進します。また、４月から６月に開催される群馬
デスティネーションキャンペーンに合わせ、つつじが岡
公園で江戸情緒を再現した「100 人花見茶会」や、

予 算 特 別 委 員 会

歳　　　入 歳　　　出
項　目 予算額（千円） 構成比（%） 項　目 予算額（千円） 構成比（%）
市 税 11,637,551 40.0 総 務 費 2,661,610 9.2
地方交付税 2,090,000 7.2 民 生 費 9,309,475 32.0
国庫支出金 3,322,335 11.4 衛 生 費 3,817,382 13.1
県支出金 2,791,193 9.6 商 工 費 1,353,176 4.7
繰 入 金 2,035,797 7.0 土 木 費 3,764,188 12.9
諸 収 入 1,576,485 5.4 教 育 費 3,800,561 13.1
市 債 2,667,600 9.2 公 債 費 2,159,781 7.4
そ の 他 2,959,039 10.2 そ の 他 2,213,827 7.6
計 29,080,000 100.0 計 29,080,000 100.0

令和２年度　一般会計予算

会　計　別 予算額（千円）
国民健康保険特別会計 7,990,325
介 護 保 険 特 別 会 計 7,123,650
後期高齢者医療特別会計 944,073

下水道事業
会 計

収益的支出 1,496,678
資本的支出 1,037,950

令和２年度　特別会計予算

市長の提案説明による主要な施策

３月９日の本会議において、予算審査の重要性にかんがみ、議員全員による予算特別委員会を設置。令和２年度一般
会計予算をはじめ、５つの特別会計予算が付託され、16 日から 18 日までの３日間にわたり審査が行われました。
審査の結果は、一般会計及び国民健康保険特別会計は賛成多数で、介護保険特別会計及び後期高齢者医療特別会計
並びに下水道事業会計は全員一致をもって、それぞれ原案のとおり可決すべきものと議決されました。

「日本遺産 ―里沼巡り―」モバイルスタンプラリー、
歴史の小径周辺でのまちなかマルシェの開催など、本市
の観光情報を発信し誘客を図ります。さらに、日本遺産

「里沼」を生かした体感型の事業を実施するほか、里沼
サミットやワークショップの開催などを通し、シビック
プライドの醸成、ブランド力の向上に取り組みます。
■人口減少時代に対応した持続可能なまちづくりに資する事業
　移住定住促進通勤支援金を継続して実施するほか、新
たに定住促進通学支援金を交付し、東京一極集中となっ
ている若者の人口流出の抑制に努めます。また、外国語
にも対応可能なごみ分別アプリの導入や、外国語翻訳機
能を備えたタブレット端末を保健センターに設置し、外
国人住民の利便性を図ります。さらに、農業分野におい
て、スマート農業推進プロジェクト事業を継続して実施
し、持続可能な農業に取り組むほか、企業誘致の受け皿
となる新たな工業団地等の事業化に取り組みます。
　このほかとしまして、ひきこもりや生活困窮など、複
雑化する地域の福祉的課題に対応する、相談支援包括化
推進員を配置した福祉の相談窓口を総合福祉センターに
新たに設置します。さらに、中央通り線や館林駅東口駅
前広場、第二小学校、第四中学校など、公共施設や社会
資本の整備を行うほか、８月に開催される全国高等学校
総合体育大会レスリング競技大会を通じスポーツの推進
を図るなど、様々な事業を通して市民生活をサポートす
るとともに、地域の活力を高めていきます。
　なお、新型コロナウイルスの感染の脅威は、新年度以
降も続く可能性があります。関係機関と連携し感染拡大
の抑制を図るとともに、社会的、経済的影響について細
心の注意を払い、適切な対応に努めます。

一般会計予算は
総額２９０億８０００万円
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議席番号

議 員 名

　議案等名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

結果

松

本

隆

志

柴
　
田
　
　
　
信

平

井

玲

子

今

野

郷

士

川

村

幸

人

斉

藤

晋

一

森

田

武

雄

渋
　
谷
　
理
津
子

権

田

昌

弘

櫻

井

正

廣

斉

藤

貢

一

篠

木

正

明

吉

野

高

史

遠

藤

重

吉

野

村

晴

三

向
　
井
　
　
　
誠

井
野
口
　
勝
　
則

小
　
林
　
　
　
信

議　案
第１号 副市長の選任について ● ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ● ● ○ ― ● ○ ○ ● 不同意

議　案
第２号

館林地区消防組合規約の変更に関する
協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議　案
第３号

館林市一般職の任期付職員の採用及
び給与の特例に関する条例の一部を
改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議　案
第４号

館林市附属機関設置条例の一部を
改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議　案
第５号

館林市国民健康保険税条例等の一部
を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議　案
第６号 館林市印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議　案
第７号

令和元年度館林市一般会計補正予算
（第６号） ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議　案
第８号

令和元年度館林市国民健康保険特別
会計補正予算（第２号） ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議　案
第９号

令和元年度館林市下水道事業特別
会計補正予算（第３号） ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議　案
第10号

令和元年度館林市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号） ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議　案
第11号 令和２年度館林市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ― ○ ○ ○ ● 原案

可決

議　案
第12号

令和２年度館林市国民健康保険特別
会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ― ○ ○ ○ ● 原案

可決

議　案
第13号

令和２年度館林市介護保険特別会計
予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議　案
第14号

令和２年度館林市後期高齢者医療
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議　案
第15号

令和２年度館林市下水道事業会計
予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議　案
第16号

令和元年度館林市一般会計補正予算
（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決

委員会
提出議案
第１号

前橋地方裁判所太田支部での労働審判
実施を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案

可決

請　願
第４号

年金支給の隔月支給を毎月支給に改
める請願 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ― ● ● ● ○ 不採択

※遠藤重吉議長は採決に加わりませんので「－」となっています。� 【○：賛成　●：反対　欠：欠席】

議員個人の賛否結果一覧表
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スマートフォンやタブレットからも視聴できます！

議会を覗いてみませんか

⬅録画映像配信はこちら
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/tatebayashi/WebView/
なお、各議員の質問の様子は次ページからの「二次元コード」を読み取るとご覧になれます。

会議録の検索はこちら➡
https://ssp.kaigiroku.net/tenant/tatebayashi/pg/index.html

市議会だよりは紙面の都合で本会議の要旨を掲載しています。
詳しくお知りになりたい場合は会議録をご覧ください。
※3月定例会の会議録は6月上旬頃掲載予定です。

https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/shigikai/
市議会トップページ➡

市政を問う !!

３ 

月 

10 

日

権田昌弘議員（７ページ）
○本市のＵＩＪターンへの施策について 
○環境問題について

斉藤貢一議員（７ページ）
○ごみ減量化問題等について

渋谷理津子議員（８ページ）
○路線バスについて
○タクシー利用券の再編について

櫻井正廣議員（８ページ）
○館林市公営霊園の設立と現在、全国で注目

されている樹木葬について
○新しい形態の図書館について
○館林市災害基金の創設について

松本隆志議員（９ページ）
○ごみを減らし、資源を活かすまち実現の取

組について
○保育園・幼稚園の現状と課題について

３ 

月 

11 

日

斉藤晋一議員（９ページ）
○市役所出張フォーラムについて
○市民協働のまちづくりについて

平井玲子議員（10ページ）
○ＧＩＧＡスクール構想の取組について
○市庁舎の市民ホール、待合ホールについて

※一般質問通告書の質問事項を掲載

　

今
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
は
、
３
月
10
日
・
11
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
行
わ
れ
、
９
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
対
す
る
諸
問
題
に

つ
い
て
市
の
所
信
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
広
範
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
要
旨
を
掲
載

い
た
し
ま
す
。（
本
文
は
質
問
者
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。）

一
般
質
問

篠木正明議員（10ページ）
○地域公共交通網及びタクシー券制度の拡充

について

小林　信議員（11ページ）
○建築許可が認められない土地に、建築が認

められた経緯と市の対応について
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ご
み
の
減
量
化
問
題
に
つ
い
て
問
う

斉
藤
　
貢
一 

議
員

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
へ
の
施
策
と

　
　
　
　

  

環
境
問
題
に
つ
い
て

権
田
　
昌
弘 

議
員

連
携
を
図
り
研
究
し
ま
す
。

質
問

条
件
付
や
給
付
型
等
の

奨
学
金
制
度
を
見
直
す
考
え
は
。

答

限
ら
れ
た
予
算
を
考
慮

の
う
え
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

�要
望

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
考
え

る
な
ら
、
学
生
や
親
の
負
担
を

減
ら
し
、
本
市
の
た
め
に
も
な

る
条
件
付
の
制
度
が
有
効
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
知
恵
を
出
し

は
あ
る
の
か
。

答

用
地
の
確
保
を
含
め
、

あ
り
方
や
基
準
に
つ
い
て
調
査

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

要
介
護
者
や
高
齢
者
に

対
す
る
ご
み
出
し
支
援
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答

環
境
省
で
、
ご
み
出
し

支
援
に
お
け
る
課
題
抽
出
の
た

め
の
モ
デ
ル
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
市
町
村
向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
作
成
さ
れ
る
予
定
で
す
。

福
祉
分
野
と
も
連
携
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問

今
や
電
子
マ
ネ
ー
が
当

た
り
前
の
時
代
で
あ
る
が
、
今

後
、
市
民
課
等
の
窓
口
に
て
導

入
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答

利
便
性
は
高
く
な
り
ま

す
が
歳
入
減
少
と
い
う
課
題
が

あ
り
、
今
後
の
手
数
料
や
国
の

取
組
等
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

要
望

現
金
か
電
子
マ
ネ
ー
の

選
択
も
可
能
で
あ
り
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
。
時
代
の
変
化
に
早
く

対
応
す
る
こ
と
が
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、

導
入
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

質
問

処
理
金
額
の
減
免
も
含

め
て
、
検
討
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
次
に
ご
み
の

有
料
化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

本
市
で
は
色
々
な
変
遷
を
経
て
、

１
０
０
㎏
を
超
え
て
持
ち
込
ん

だ
場
合
に
有
料
と
な
る
一
部
有

料
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
み

の
総
量
の
減
少
量
は
、
２
０
０

㎏
の
上
限
を
変
更
し
た
こ
と
に

よ
り
、
持
込
み
量
が
減
っ
た
量

と
同
等
で
す
。
こ
の
よ
う
に
有

料
化
は
減
量
化
に
有
効
で
す
が
、

ご
み
袋
の
有
料
化
と
合
わ
せ
て
、

今
後
の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

質
問

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

教
育
の
中
で
意
識
を
高
め
る
工

夫
を
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答

体
験
学
習
や
ゲ
ー
ム
等

を
通
じ
て
、
今
後
と
も
環
境
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問

ご
み
分
別
ア
プ
リ
を
進

め
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

答

10
月
か
ら
の
導
入
に
向

け
て
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

質
問

ご
み
の
夜
間
収
集
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答

利
便
性
、
環
境
性
、
経

済
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た

処
理
シ
ス
テ
ム
を
研
究
し
ま
す
。

答

歳
出
の
抑
制
化
の
重
点

計
画
と
し
て
、
ご
み
の
減
量
化

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ご
み
袋
の

有
料
化
な
ど
排
出
量
に
応
じ
た

費
用
負
担
の
仕
組
み
導
入
に
つ

い
て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

要
望

世
界
的
に
は
、
高
校
生

の
環
境
活
動
家
が
現
れ
、
国
連

サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
も
、
循
環

型
社
会
形
成
を
重
視
し
た
目
標

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

子
ど
も
た
ち
に
、
ご
み
減
量
化

等
を
環
境
問
題
と
し
て
実
践
、

発
表
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

転
入
さ
れ
る
方
に
対
し

行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

答

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
支
援
奨
励

金
、
移
住
定
住
促
進
通
勤
支
援

金
、
本
社
機
能
誘
致
移
住
奨
励

金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

質
問

若
い
世
代
が
魅
力
を
感

じ
る
新
し
い
分
野
で
の
企
業
を

誘
致
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

質
問

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
が
、
最
終
管

理
者
は
誰
に
な
る
の
か
。

答

要
綱
で
は
、
設
置
及
び

管
理
へ
の
協
力
と
利
用
者
に
よ

る
清
潔
保
持
を
市
民
の
責
務
と

定
め
て
お
り
、
最
終
責
任
者
は
、

設
置
申
請
者
で
あ
る
行
政
区
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

質
問

「
協
力
」
に
は
、
市
民

答

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に
も
つ

な
が
る
よ
う
な
企
業
を
積
極
的

に
誘
致
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

電
車
通
勤
の
補
助
が
あ

る
の
で
あ
れ
ば
、
自
動
車
の
補

助
も
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

検
討
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答

移
住
定
住
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ

ー
ン
を
促
進
す
る
た
め
、
自
動

車
補
助
も
含
め
、
関
係
部
署
と

同
士
の
協
力
と
、
行
政
と
市
民

の
協
力
と
い
う
二
つ
の
考
え
が

あ
り
ま
す
が
、
私
は
後
者
の
方

だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

美
観
や
動
物
等
に
よ
る
散
乱
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
補
助
金
要
綱

を
制
定
し
、
統
一
性
や
外
観
、

機
能
を
重
視
し
た
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
を
進
め
る
考
え
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路
線
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
利
用
券
に
つ
い
て

渋
谷
　
理
津
子 

議
員

公
営
霊
園
の
設
営
と

樹
木
葬
の
推
進
等
に
つ
い
て

櫻
井
　
正
廣 

議
員

学
説
明
会
で
の
定
期
券
出
張
販

売
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
運
行

確
認
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導

入
な
ど
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

要
望

①
２
種
類
あ
る
時
刻
表

付
路
線
図
を
一
つ
に
ま
と
め
、

バ
ス
停
付
近
の
名
所
を
記
載
す

る
。
②
館
林
駅
の
東
口
・
西
口

が
起
点
終
点
に
な
っ
て
い
る
路

線
を
乗
り
換
え
な
し
で
広
域
ま

で
行
け
る
よ
う
路
線
の
見
直
し

を
行
う
。
③
バ
ス
停
に
は
日
よ

け
と
ベ
ン
チ
を
設
け
、
公
共
施

設
や
コ
ン
ビ
ニ
の
前
な
ど
に
設

は
、
今
年
、
新
庁
舎
に
移
転
し

ま
す
。
現
在
、
喫
茶
室
や
キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
を
兼
ね
備
え
た
複

合
型
図
書
館
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
様
な
改
築
へ
の

考
え
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

利
用
者
の
満
足
度
向
上

の
た
め
、
周
辺
の
飲
食
店
と
の

連
携
を
図
り
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
、
求
め
て
い
る
図

書
や
視
聴
覚
資
料
等
が
安
易
に

見
つ
か
る
よ
う
な
配
置
に
心
が

け
、
親
し
ま
れ
る
図
書
館
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問

自
然
災
害
が
多
発
し
て

置
す
る
。
④
路
線
バ
ス
に
親
し

み
や
す
い
愛
称
を
つ
け
る
。
⑤

日
本
遺
産
を
意
識
し
た
路
線
を

整
備
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

質
問

公
共
交
通
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答

１
市
４
町
で
館
林
都
市

圏
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策

定
中
で
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や

高
校
生
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

よ
る
意
見
を
反
映
さ
せ
ま
す
。

質
問

い
き
い
き
タ
ク
シ
ー
利

用
券
と
高
齢
者
通
院
等
タ
ク
シ

ー
利
用
券
は
用
途
や
枚
数
、
窓

口
が
異
な
る
が
、
利
用
者
か
ら

い
る
昨
今
、
県
内
で
も
財
政
調

整
基
金
に
災
害
対
策
等
の
使
用

区
分
を
組
み
入
れ
る
自
治
体
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
に

お
け
る
災
害
基
金
導
入
の
考
え

方
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

災
害
基
金
は
早
期
の
復

旧
、
復
興
に
資
す
る
も
の
と
期

待
さ
れ
ま
す
が
、
現
状
で
は
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
必
要
な
経

費
の
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

昨
年
３
月
に
完
成
し
た

館
林
駅
西
口
駅
前
広
場
駐
車
場

は
、
60
分
１
０
０
円
で
す
。
市

役
所
に
も
南
北
合
わ
せ
約
２
０

は
ど
の
よ
う
な
声
が
あ
る
の
か
。

答

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
一

度
に
複
数
枚
利
用
し
た
い
。
何

人
か
で
乗
車
し
た
場
合
は
人
数

分
の
枚
数
を
利
用
し
た
い
。
補

助
額
を
基
本
料
金
ま
で
増
額
し

て
ほ
し
い
。
窓
口
が
分
か
り
に

く
い
と
い
う
ご
意
見
が
あ
り
ま

す
。要

望

高
齢
化
が
進
み
対
象
者

が
増
加
す
る
中
で
制
度
全
体
を

見
直
し
、
利
用
者
の
立
場
に
立

っ
て
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
一
元

化
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

０
台
、
ま
た
三
の
丸
南
面
駐
車

場
に
は
約
３
６
０
台
の
駐
車
場

が
あ
り
、
有
料
化
す
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。
市
役
所
利
用
者
は

各
窓
口
の
認
証
で
無
料
に
し
、

駐
車
場
利
用
料
を
災
害
基
金

に
充
て
る
こ
と
で
利
用
者
の
納

得
も
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

考
え
方
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

自
主
財
源
の
確
保
は
、

自
治
体
の
運
営
に
お
い
て
必
要

な
施
策
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。

基
金
の
財
源
確
保
の
課
題
な
ど
、

先
進
事
例
を
参
考
に
研
究
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

路
線
バ
ス
の
現
状
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答

１
市
４
町
に
お
い
て
８

路
線
を
運
行
し
、
路
線
の
見
直

し
や
運
賃
等
を
協
議
し
て
い
ま

す
。
全
車
両
が
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ

仕
様
で
車
椅
子
の
方
に
も
バ
リ

ア
フ
リ
ー
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

質
問

運
行
の
補
助
金
は
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

質
問

本
市
の
公
営
霊
園
の
設

営
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
や

周
辺
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

少
子
化
な
ど
に
よ
り
家

庭
内
で
の
お
墓
の
管
理
が
難
し

い
現
状
の
中
、
新
し
い
供
養
の

形
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
樹

木
葬
の
推
進
に
つ
い
て
お
尋
ね

答

車
両
購
入
は
８
割
補
助
、

人
件
費
や
燃
料
費
な
ど
一
路
線

平
均
約
１
４
０
０
万
円
の
運
行

経
費
は
、
市
町
の
運
行
距
離
に

応
じ
て
負
担
し
て
い
ま
す
。

質
問

利
用
者
を
増
や
す
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

答

小
学
生
が
描
い
た
ポ
ス

タ
ー
の
車
内
展
示
や
高
校
の
入

し
ま
す
。

答

樹
木
葬
は
、
後
継
者
が

い
な
い
場
合
で
も
お
墓
の
管
理

や
供
養
が
行
え
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
新
し
い
葬
法
と
し

て
長
期
的
な
観
点
か
ら
研
究
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問

昭
和
49
年
に
完
成
し
た

図
書
館
も
既
に
46
年
が
経
ち
、

同
年
に
完
成
し
た
館
林
消
防
署
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保
育
園
・
幼
稚
園
の
現
状
と
課
題
、

ご
み
を
減
ら
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

松
本
　
隆
志 

議
員

市
役
所
出
張
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

斉
藤
　
晋
一 

議
員

向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

館
林
私
立
保
育
園
連
絡

会
か
ら
公
立
保
育
園
の
在
り
方

検
討
を
望
む
要
望
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
出
生
率
は
毎
年
減

少
し
て
い
ま
す
の
で
、幼
稚
園
・

保
育
園
の
再
編
を
含
め
、
利
用

者
・
経
営
者
の
視
点
、
市
財
政

負
担
等
を
総
合
的
に
判
断
し
、

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

幼
稚
園
の
現
状
と
課
題

質
問

保
育
需
要
が
高
ま
る
中
、

園
児
確
保
に
向
け
、
教
育
内
容

の
明
確
な
差
別
化
を
図
る
こ
と

も
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
独
自

も
開
催
す
る
な
ど
積
極
的
に
市

民
の
声
を
聞
き
、
て
い
ね
い
な

説
明
や
理
解
を
得
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
多
く
の
市
民
の
声
に

耳
を
傾
け
、
政
策
に
反
映
し
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

質
問

市
民
協
働
の
指
針
の
策

定
効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

市
民
と
行
政
が
共
通
の

認
識
を
持
ち
、
庁
内
推
進
会
議

に
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築

さ
れ
、
推
進
の
た
め
の
環
境
が

整
備
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

質
問

市
民
協
働
を
推
進
す
る

上
で
の
問
題
点
を
伺
い
ま
す
。

の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

小
学
校
と
の
交
流
や
外

国
人
指
導
助
手
の
訪
問
等
、
各

園
で
地
域
の
様
々
な
教
育
資
源

を
活
用
し
、
特
色
あ
る
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

質
問

利
用
率
が
本
年
４
月
に

約
35
％
と
低
水
準
で
推
移
す
る

中
、
今
後
ど
の
よ
う
な
体
制
で

運
営
す
べ
き
と
考
え
ま
す
か
。

答

少
子
化
や
核
家
族
化
、

共
働
き
家
族
の
増
加
が
想
定
さ

れ
ま
す
の
で
、
幼
稚
園
、
保
育

園
の
統
廃
合
や
民
営
化
、
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
移
行
検
討
を
含

答

市
民
協
働
に
取
組
む
団

体
か
ら
は
、
人
材
不
足
の
問
題

を
聞
き
ま
す
。
ま
た
、
市
民
と

行
政
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
足
も
感
じ
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー

や
講
演
会
、
情
報
提
供
な
ど
の

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問

市
民
活
動
団
体
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
自
治
会
な
ど
の
活

動
支
援
の
窓
口
、
支
援
組
織
の

必
要
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

中
間
支
援
組
織
に
関
わ

る
人
材
の
発
掘
や
育
成
を
図
る

と
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
研
究
を
踏

め
、
関
係
部
局
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

ご
み
を
減
ら
す
取
組

質
問

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

排
出
課
題
に
対
す
る
取
組
や
地

域
連
携
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

依
然
ル
ー
ル
を
守
ら
な

い
ご
み
排
出
が
多
い
た
め
、
地

域
の
意
見
を
踏
ま
え
た
統
廃
合

や
適
正
配
置
を
進
め
ま
す
。
ま

た
定
期
巡
回
や
地
元
説
明
会
、

違
反
ご
み
排
出
者
へ
の
直
接
指

導
の
強
化
な
ど
、
地
域
と
連
携

し
、
マ
ナ
ー
向
上
と
ご
み
の
減

量
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
え
、
市
民
活
動
に
関
す
る
情

報
提
供
等
に
つ
い
て
分
り
や
す

い
表
示
や
相
談
し
や
す
い
雰
囲

気
を
作
る
な
ど
、
市
民
協
働
課

の
現
状
の
中
で
工
夫
に
努
め
た

い
と
考
え
ま
す
。

要
望

市
民
の
声
や
意
欲
、
ア

イ
デ
ィ
ア
の
取
り
こ
ぼ
し
が
あ

っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
置
の
た
め

に
、
誰
で
も
立
ち
寄
れ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
相
談
や
勉
強
も
で

き
る
市
民
サ
ポ
ー
ト
窓
口
の
開

設
や
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
要

望
し
ま
す
。

保
育
園
の
現
状
と
課
題

質
問

本
年
４
月
の
保
育
園
入

園
率
は
、
14
園
中
10
園
が
定
員

を
下
回
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
後
も
出
生
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
保
育
園
の
抱
え

る
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

待
機
児
童
の
要
因
で
あ

る
保
育
士
不
足
、
施
設
の
老
朽

化
に
よ
る
修
繕
費
等
の
財
政
負

質
問

市
内
各
地
域
で
開
催
さ

れ
た
市
役
所
出
張
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
反
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

時
間
の
都
合
で
十
分
な

意
見
交
換
が
で
き
ず
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
市
長
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
が
き
を
配
付
す
る
な
ど

意
見
聴
取
に
努
め
ま
し
た
。
里

沼
や
総
合
計
画
に
つ
い
て
の
説

明
は
、
参
加
者
の
約
６
割
の
方

担
、
園
児
数
減
少
に
伴
う
民
営

化
を
含
め
た
公
立
・
私
立
施
設

数
の
適
正
配
置
が
課
題
で
す
。

質
問

本
市
は
他
自
治
体
と
比

較
し
、
公
立
保
育
園
が
多
い
現

状
で
す
。
財
政
面
で
は
、
全
額

市
財
源
で
賄
わ
れ
る
公
立
に
対

し
、
私
立
保
育
園
の
運
営
費
は
、

約
75
％
が
国
と
県
の
資
金
で
賄

わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
今
後
の
方

が
良
か
っ
た
と
の
回
答
で
し
た
。

質
問

主
催
者
側
で
あ
る
行
政

と
し
て
の
評
価
を
伺
い
ま
す
。

答

各
地
域
の
区
長
と
市
の

共
催
で
行
い
、
地
域
と
行
政
の

連
携
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

地
域
の
生
の
声
を
市
政
に
反
映

で
き
る
大
変
貴
重
な
機
会
で
あ

っ
た
と
考
え
ま
す
。

要
望

全
庁
で
な
く
各
部
署
で
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Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と

親
し
み
や
す
い
市
庁
舎
に
つ
い
て

平
井
　
玲
子 

議
員

公
共
交
通
網
お
よ
び

タ
ク
シ
ー
券
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

篠
木
　
正
明 

議
員

と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
実
現
に
ど
う
取
り
組
ん
で

い
か
れ
る
の
か
、
お
考
え
を
伺

い
ま
す
。

答

新
た
な
視
点
や
発
想
に

立
っ
て
、
教
育
シ
ス
テ
ム
な
ど

も
含
め
て
見
直
し
、
準
備
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

要
望

学
校
が
休
校
の
非
常
時

に
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
１
人
１
台

あ
れ
ば
、
遠
隔
授
業
が
で
き
ま

す
。
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
飛
躍

的
な
充
実
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果

的
に
活
用
し
た
豊
か
な
学
び
の

台
に
す
れ
ば
、
１
時
間
に
１
本

程
度
の
運
行
に
な
り
ま
す
。
財

政
面
や
乗
務
員
不
足
な
ど
の
課

題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
追

加
す
る
１
台
を
ワ
ゴ
ン
車
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
乗
務
員
確

保
の
条
件
が
広
が
る
と
思
い
ま

す
が
、
ど
う
考
え
ま
す
か
。

答

経
費
の
多
く
は
人
件
費

で
す
の
で
、
車
両
を
小
さ
く
し

て
も
経
費
が
大
幅
に
削
減
さ
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
運

転
手
の
確
保
と
い
う
課
題
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
運
行
本
数

が
増
え
た
方
が
良
い
の
も
明
ら

実
現
を
目
指
し
て
、
教
育
委
員

会
だ
け
で
は
な
く
、
市
全
体
を

あ
げ
て
全
力
を
尽
く
し
て
い
た

だ
く
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

か
で
す
。
そ
こ
で
、
広
域
幹
線

路
線
と
循
環
線
、
区
域
運
行
の

組
み
合
わ
せ
な
ど
、
効
率
的
で

利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
を
冷

静
か
つ
客
観
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

国
の
基
本
方
針
に
は
、

地
域
公
共
交
通
は
観
光
振
興
や

健
康
、
福
祉
、
環
境
な
ど
様
々

な
分
野
で
大
き
な
効
果
を
も
た

ら
す
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
先
の
収
支
だ
け
で
な
く
、
大

き
な
観
点
で
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い

親
し
み
や
す
い
市
庁
舎
へ

質
問

市
民
課
待
合
ホ
ー
ル
の

テ
レ
ビ
で
、
市
議
会
中
継
を
放

映
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

答

市
民
の
皆
様
に
市
政
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
議
会

開
催
時
に
は
中
継
に
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
切
り
替
え
た
い
と
考
え
ま
す
。

要
望

み
ど
り
市
の
庁
舎
に
は

自
動
証
明
写
真
機
が
設
置
さ
れ
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

も
で
き
好
評
だ
そ
う
で
す
。
本

市
に
お
い
て
も
自
動
証
明
写
真

機
の
設
置
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

て
伺
い
ま
す
。
新
年
度
か
ら
タ

ク
シ
ー
券
の
一
部
が
通
院
だ
け

で
な
く
、
買
物
に
も
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
が
、
高
齢
者
の

外
出
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
が

介
護
予
防
な
ど
に
つ
な
が
る
の

で
す
か
ら
、
用
途
制
限
を
な
く

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど

う
考
え
て
い
ま
す
か
。

答

今
回
の
用
途
拡
充
は
、

高
齢
者
の
移
動
を
何
で
賄
う
か
、

最
大
限
の
効
果
が
あ
る
か
を
検

討
す
る
ま
で
の
実
証
実
験
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

質
問

文
部
科
学
省
は
「
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
と
し
て

児
童
生
徒
１
人
１
台
の
端
末
と
、

学
校
の
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
が
、本
市
の
小・

中
学
校
に
お
け
る
学
習
用
端
末

の
整
備
状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね

い
た
し
ま
す
。

質
問

高
齢
化
が
進
行
す
る
下

で
、
地
域
公
共
交
通
網
の
整
備

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
要

素
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
長
は

地
域
公
共
交
通
網
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答

高
齢
化
や
健
康
面
、
環

境
面
か
ら
も
、
地
域
公
共
交
通

の
整
備
や
利
用
促
進
は
待
っ
た

な
し
の
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

答

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室

に
各
40
台
、
持
ち
運
び
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
Ｐ
Ｃ
を
各
22
台
整
備

し
て
お
り
、
合
計
９
９
２
台
と

な
っ
て
い
ま
す
。

質
問

本
市
の
学
習
用
端
末
１

台
当
た
り
の
児
童
生
徒
数
に
つ

い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

答

平
成
30
年
度
に
お
き
ま

し
て
、
５
・
７
人
に
対
し
１
台

質
問

バ
ス
を
利
用
し
た
く
て

も
本
数
が
少
な
く
て
利
用
で
き

な
い
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

運
行
本
数
を
増
や
す
考
え
は
な

い
の
で
す
か
。

答

利
用
者
が
増
え
る
の
で

あ
れ
ば
、
運
行
本
数
の
増
便
も

考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

質
問

１
路
線
に
つ
き
バ
ス
１

台
で
運
行
し
て
い
る
の
を
、
２
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伝
達
や
深
夜
の
避
難
、
議
会
の

関
わ
り
方
な
ど
、
様
々
な
課
題

の
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
災
害

対
応
に
お
け
る
議
員
の
役
割
な

ど
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、
神

奈
川
大
学
法
学
部
教
授
で
、
弁

護
士
の
幸
田
雅
治
氏
を
講
師
に

招
い
て
、「
防
災
・
危
機
管
理

に
お
け
る
地
方
議
会
の
役
割
」

と
題
し
た
研
修
会
を
、
２
月
28

日
、
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お

い
て
開
催
し
、
本
市
職
員
を
は

じ
め
、
邑
楽
郡
内
の
町
議
会
議

員
の
皆
様
や
本
市
区
長
協
議
会

及
び
商
工
会
議
所
の
方
々
な
ど

に
も
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、

災
害
時
に
お
け
る
議
員
の
役
割

と
し
て
、
情
報
の
把
握
や
行
政

と
の
情
報
共
有
に
努
め
、
住
民

の
ニ
ー
ズ
を
執
行
部
へ
伝
え
る

こ
と
、
ま
た
、
議
員
に
お
い
て

も
住
民
と
同
様
の
行
動
を
し
た

う
え
で
、
被
災
住
民
と
行
政
と

の
橋
渡
し
役
と
な
り
、
住
民
へ

情
報
伝
達
を
行
う
役
割
が
あ
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
自
身
が

実
際
に
携
わ
っ
た
事
例
等
を
交

え
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
然
災
害
が
頻
発
す
る
昨
今

に
お
い
て
、
防
災
・
減
災
対
策

は
各
自
治
体
に
お
け
る
最
も
重

要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
本

市
に
お
い
て
も
ハ
ザ
ー
ド
ブ
ッ

ク
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
国

土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定
を

進
め
る
な
ど
、「
災
害
時
の
危

機
対
応
能
力
の
高
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
10
月
に

上
陸
し
た
台
風
第
19
号
が
、
全

国
各
地
に
大
き
な
被
害
を
与
え

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
く
、
本

市
に
お
い
て
も
初
め
て
避
難
勧

告
や
避
難
指
示
に
基
づ
く
避
難

所
を
開
設
し
ま
し
た
が
、
情
報

議員研修会の様子と講師の幸田雅治氏

議
員
研
修
会
を
開
催

防
災
・
危
機
管
理
に
お
け
る
地
方
議
会
の
役
割

２
月
28
日（
金
）・
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

建
築
が
認
め
ら
れ
な
い
土
地
に

建
築
が
認
め
ら
れ
た
経
緯
と
市
の
対
応

小
林
　
信 

議
員

当
該
用
地
と
市
道
の
間
に

答

建
築
確
認
は
、
申
請
書

の
中
身
が
建
築
基
準
法
及
び
関

係
法
令
に
合
致
し
て
い
る
か
を

確
認
す
る
も
の
で
、
建
築
物
を

建
て
て
い
い
か
ど
う
か
許
可
す

る
と
い
っ
た
許
認
可
で
な
い
こ

と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
当
該
用
地
と
市
道

の
間
に
民
地
が
あ
る
た
め
、
公

道
に
接
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
救

済
措
置
と
し
て
、
一
部
２
メ
ー

ト
ル
以
上
の
通
路
を
確
保
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ご
相
談
が
あ
れ
ば
対
処
方
法
を

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

以
前
は
県
の
土
木
が
確
認
申
請

質
問

昭
和
40
年
代
頃
は
県
の

土
木
事
務
所
が
確
認
申
請
を
行

っ
て
お
り
図
面
だ
け
で
現
地
を

確
認
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
市
に
移
管
さ
れ

た
の
は
昭
和
56
年
以
降
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
公
の
機
関
が
認

め
た
も
の
で
あ
り
、
行
政
の
責

任
が
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
境
界
く
い
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト

塀
の
脇
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

塀
が
民
有
地
で
あ
れ
ば
延
長
線

上
は
公
道
に
接
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ど
こ
ま
で
調
査

し
て
い
る
の
か
。

時
間
を
か
け
て
説
明
を

答

境
界
の
位
置
に
つ
い
て

側
溝
の
南
側
で
あ
れ
ば
、
水
路

用
地
の
脇
に
入
れ
て
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
昔
は
境
界
を
確

定
し
な
い
ま
ま
側
溝
を
設
置
し

て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。
側
溝

の
脇
に
何
十
セ
ン
チ
か
の
残
地

が
残
っ
て
い
る
も
の
と
解
釈
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
土
地
に
つ

い
て
は
時
間
を
か
け
て
権
利
者

の
方
に
説
明
し
て
、
ご
理
解
い

た
だ
く
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

建
築
が
認
め
ら
れ
た
土
地
が

質
問

建
築
基
準
法
に
基
づ
き

確
認
申
請
を
行
い
、
建
築
が
認

め
ら
れ
、
住
宅
を
建
築
し
た
が
、

建
築
が
認
め
ら
れ
な
い
土
地
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
所
有
者
は
困
惑
し
て
い
る
が
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ

た
の
か
、
市
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
。
昭
和
30
年

代
か
ら
40
年
代
に
か
け
て
開
発

が
進
み
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
地

域
で
す
。
公
道
に
面
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
建
設
許
可
が
下

り
な
い
は
ず
で
す
が
、
建
設
許

可
が
下
り
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
方
が
住
宅
を
建
設
し
ま
し
た
。

被
害
者
で
あ
る
市
民
へ
の
説
明

と
救
済
措
置
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。
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【６月定例会の予定】

☆本会議は午前 10 時開会予定です。会議の日程、時間等は変更になることもあります。
☆一般質問の通告順位表は、６月３日（水）から議会のホームページでご覧いただける予定です。
　（http://www.city.tatebayashi.gunma.jp ⇒館林市議会をクリックしてお入りください。）

議会傍聴者の皆さまへのお願い

６月	 	 5 日（金）　本会議＝会期の決定、議案提案説明など
	 	 8 日（月）　本会議＝議案に対する質疑、委員会付託など
	 	 9 日（火）・10日（水）　本会議＝一般質問
	 11日（木）・12日（金）　委員会＝常任委員会
	 18日（木）　本会議＝表決

　新型コロナウイルス感染症の拡大を防ぐため、傍聴に来られる皆さまにおかれ
ましては、マスクの着用や傍聴席入口において、消毒液による手指の消毒など、
感染防止対策にご協力をお願いいたします。

常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

総
務
文
教

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
議
案

２
件
と
請
願
１
件
で
、
議
案
に

つ
い
て
は
、「
館
林
市
一
般
職

の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給

与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」及
び「
館

林
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
で
、
採

決
の
結
果
は
、
２
議
案
と
も
全

員
一
致
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
前
橋
地
方
裁
判
所

太
田
支
部
で
の
労
働
審
判
実
施

を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
要
請

す
る
請
願
書
」の
審
査
で
は
、

委
員
か
ら
、
労
働
者
の
権
利
ま

た
経
営
側
の
紛
争
の
解
決
の
た

め
に
は
採
択
す
べ
き
な
ど
に
つ

い
て
の
意
見
が
な
さ
れ
、採
決
の

結
果
は
、
全
員
一
致
に
よ
り
採

択
と
し
、
委
員
会
提
出
議
案
と

し
て
、
今
定
例
会
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
三
野
谷
公
民
館
、

第
十
小
学
校
体
育
館
及
び
館
林

地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
・
館

林
消
防
署
新
庁
舎
の
現
地
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

市
民
福
祉

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
議
案

２
件
と
請
願
１
件
で
、
議
案
に

つ
い
て
は
、「
館
林
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
の
審
査
で
は
、

委
員
か
ら
、
減
免
申
請
書
の
提

出
方
法
や
減
免
措
置
に
対
す
る

周
知
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
館
林
市
印
鑑
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
の
審
査
で

は
、
委
員
か
ら
、
意
思
能
力
を

有
す
る
場
合
と
意
思
能
力
を
有

し
な
い
場
合
の
判
断
な
ど
に
つ

い
て
の
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
は
、
２
議
案
と
も

全
員
一
致
を
も
っ
て
可
決
す
べ

き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
年
金
支
給
の
隔
月

支
給
を
毎
月
支
給
に
改
め
る
請

願
」
の
審
査
で
は
、
保
健
福
祉

部
か
ら
の
参
考
意
見
の
陳
述
が

な
さ
れ
た
後
に
審
査
が
進
め
ら

れ
、
採
決
の
結
果
、
全
員
一
致

に
よ
り
不
採
択
す
べ
き
も
の
と

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
市
民
課
か
ら
館

林
市
斎
場
式
場
の
臨
時
休
場
に

つ
い
て
、
地
球
環
境
課
か
ら
第

三
次
館
林
市
環
境
基
本
計
画
の

概
要
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

経
済
建
設

　

議
会
か
ら
推
薦
す
る
各
種
委

員
会
委
員
の
う
ち
、
館
林
市
総

合
卸
売
市
場
あ
り
方
検
討
会
委

員
に
今
野
郷
士
議
員
と
野
村
晴

三
議
員
を
、
館
林
市
労
使
教
育

委
員
会
委
員
に
櫻
井
正
廣
議
員

を
、
館
林
市
都
市
計
画
審
議
会

委
員
に
川
村
幸
人
議
員
と
櫻
井

正
廣
議
員
を
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出

し
ま
し
た
。

第十小学校体育館の現地視察


